










①
市
県
民
税
申
告
書
ま
た
は
所
得
税
の
確
定
申
告
書
 

（
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
申
告
会
場
に
あ
り
ま
す
） 

②
印
鑑
 

③
平
成
19
年
中
の
収
入
金
額
が
分
か
る
も
の
 

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
、
退
職
所
得
の
源
泉
徴

収
票
、
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
、
報
酬
の
支

払
調
書
、
事
業
の
収
支
が
分
か
る
書
類
な
ど
 

次
の
各
種
控
除
を
受
け
る
場
合
に
必
要
な
も
の（
前

述
の
①
〜
③
に
合
わ
せ
て
必
要
で
す
）
 

生
命
保
険
料
控
除
・
地
震
保
険
料
控
除
 

保
険
料
控
除
証
明
書
（
支
払
証
明
書
）
 

社
会
保
険
料
控
除
 

支
払
金
額
が
分
か
る
も
の
（
領
収
書
な
ど
）
 

配
偶
者
特
別
控
除
 

平
成
19
年
中
の
配
偶
者
の
所
得
金
額
が
分
か
る
も

の
（
配
偶
者
控
除
と
重
複
し
て
の
控
除
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
） 

医
療
費
控
除
 

平
成
19
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
、
保

険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
金
額

が
分
か
る
も
の
（
事
前
に
「
医
療
費
の
明
細
書
」

を
作
成
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
） 

※
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
は
、
振
込
先
の
金

融
機
関
名
・
口
座
番
号
（
本
人
名
義
）
が
分
か
る

も
の
が
必
要
で
す
。
 

詳
し
く
は
、
多
治
見
税
務
署（
　
○22　
0
1
0
1
）

ま
た
は
市
税
務
課
・
市
民
税
係（
内
線
1
7
1
･
 

1
7
2
）へ
ど
う
ぞ
。
 

※セラミックパークMINO会場での受付時間は、午前　9　時から午後　5　時まで。 

※所得税の確定申告書を提出される方や無収入で扶養親族となっている方は、市県民税の申
告は必要ありません。 

※給与所得のみの方は、申告の必要はありませんが、平成19年中に退職され、年末調整の済ん
でいない方や医療費控除や生命保険料控除などを受けようとされる方は、申告が必要です。 

※平成19年中、収入がなくてもご自分の所得証明などが必要な方や児童手当を申請される方
などは申告が必要となります。こうした場合の申告については、申告期間中（　2　月18日～
　3　月17日）は会場が大変混雑しますので、それ以降に税務課にお越しください。 



県
知
事
表
彰
 

永
年
勤
続
功
労
章
＝
水
野
勇
二
 

功
労
章
＝
太
田
泰
史
、
稲
垣
明
 

（
財
）県
消
防
協
会
長
表
彰
 

功
績
章
＝
伊
藤
啓
二
、
小
川
隆
夫
、

鈴
木
尚
也
、
平
井
嘉
憲
、
加
藤
文

雄
、
曽
我
義
彦
、
田
端
繁
道
、
林

一
洋
、
田
中
延
和
、
高
津
弘
則
、

小
出
裕
久
、
羽
柴
秀
樹
、
長
江
清

彦
、
田
中
幹
雄
 

勤
労
章
15
年
＝
稲
垣
明
、
高
津
弘

則
、
井
野
勝
彦
、
成
瀬
一
文
 

 県
東
濃
振
興
局
長
表
彰
 

功
労
章
＝
舘
林
慶
二
、
岡
島
由
久
、

小
出
博
文
 

市
長
表
彰
 

功
績
章
＝
山
田
裕
治
、
田
中
幹
雄
、

日
比
野
司
、
鈴
木
健
吾
、
鈴
木
正

昭
、
古
林
明
、
清
水
良
枝
、
水
野

五
久
恵
、
林
拓
児
、
吉
田
昌
司
、

林
弘
志
、
三
好
勝
、
長
江
鉄
也
、

藤
本
昌
樹
、
正
村
慎
悟
、
清
水
政

仁
、
佐
分
利
か
お
る
、
楓
美
千
代
、

川
本
桂
志
、
高
瀬
正
幸
、
和
田
敦

弘
、
島
崎
隼
人
、
安
江
努
、
水
野

洋
一
 

感
謝
状
＝
大
竹
征
三
、
土
本
恭
嗣
、

青
木
正
行
、
柴
田
正
廣
、
中
垣
直

己
、
日
比
野
英
夫
、
小
木
曽
敏
美
、

加
藤
進
路
、
林
忠
文
、
水
野
浩
一
、

田
財
千
裕
、
松
田
卓
也
、
黒
田
恭

章
、
鈴
木
宏
則
、
曽
根
大
作
 

市
消
防
団
長
表
彰
 

表
彰
章
＝
市
岡
純
一
、
池
戸
紀
仁
、

土
屋
和
弘
、
鈴
木
忠
幸
、
澤
井
邦

治
、
加
藤
政
幸
、
古
賀
真
義
、
中

島
満
、
加
知
康
弘
、
竹
内
健
、
古

林
紀
昌
、
山
内
智
広
、
渡
辺
大
晃
、

伊
藤
久
美
子
、
鈴
木
隆
雅
、
各
務

勝
哉
、
大
野
三
郎
、
鈴
木
隆
将
、

水
野
高
章
、
周
防
雅
彦
、
木
村
元
、

鵜
飼
豪
人
、
中
村
元
浩
、
長
江
孝

彦
、
田
中
智
、
佐
々
木
聖
将
、
小

木
曽
順
哉
、
肥
田
尚
範
、
長
江
宏

和
、
三
宅
純
一
、
今
井
真
理
、
今

井
静
香
、
山
村
典
子
、
山
中
光
高
、

永
田
志
代
子
、
下
広
は
る
み
、
塩

谷
敬
子
 

勤
続
章
＝
土
屋
和
宏
、
水
野
統
文
、

田
中
直
貴
、
中
島
満
、
岡
島
伸
浩
、

高
山
良
和
、
各
務
勝
哉
、
川
本
桂

志
、
水
野
洋
一
 

精
勤
賞
＝
加
藤
貴
久
、
吉
田
昌
司
、

古
賀
真
義
、
酒
井
祐
司
、
吉
田
圭

太
郎
、
小
谷
英
司
、
小
木
曽
隼
人
、

田
中
晋
吾
、
細
江
孝
史
、
鷲
見
卓

也
、
岡
島
宗
司
、
水
野
政
紀
 

平
成
15
年
度
よ
り
事
業
に
着
手
し
て
き
た
、
土
岐
市
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
が
完
成
し
、
２
月
１
日
よ
り
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
 

今
後
は
、
当
施
設
が
鶴
里
町
柿
野
地
区
の
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
役
立

つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 



2
月
28
日
は
、「
織
部
の
日
」で
す
。
今
年
で
20
回
目
を
迎
え
る
本
事
業
、
恒
例
の

「
織
部
の
心
作
陶
展
」、
前
回
か
ら
開
催
の「
土
岐
市
収
蔵
品
展
」の
ほ
か
、
今
回
は
、

陶
芸
作
家
の
花
器
と
美
し
い
花
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン「
〜
春
を
誘
う
〜
花
と
器
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
 

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
 

全国から集まった自由奔
放・斬新な発想で創作され
た作品をはじめ、地元の子
どもたちが織部の心で創作
した力作を展示します。 

陶芸作家の花器に土岐市茶華道連盟が華を生け、会
場内に春の彩りと香りを演出します。 

長唄や琴の演奏を聞きながら、茶華
道連盟の皆さんがたてるお茶を楽しめ
ます。（一服300円） 

織部や志野などの美濃焼伝統工芸品をお値打ちな価
格で販売します。 
 
※期間中（　2　／23～　3　／　2　 ）入場無料！ 

市美術作家連盟会員の日本画･ 洋画･ 工芸などの作品
を、美術ギャラリーで展示します。 

 
 
一服500円（数に限りがあります） 

※期間中（　2　／23～　3　／　2　）入場無料！ 
桃山時代　6　生産地（美濃・唐津・高取・萩・備前・伊

賀）の出土品を一堂に展示。絶好の機会をお見逃しなく。 

「質・量」を誇る発掘資
料中心に、購入・寄贈収蔵
品を併せて展示します。土
岐市が誇る歴史と財産をこ
の機会にぜひご覧ください。 

詳しくは、文化振興課（内線555 ）へどうぞ。 



揺
れ
が
大
き
く
な
る
と
運
転
が
困
難
に

な
る
た
め
、
ハ
ン
ド
ル
を
し
っ
か
り
と
握

り
、
徐
々
に
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
車
を

空
き
地
か
道
路
の
左
側
に
止
め
て
エ
ン
ジ

ン
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
急
ブ
レ
ー
キ
は
事

故
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
避

け
ま
し
ょ
う
。
 

周
囲
の
状
況
を
観
察
し
な
が
ら
、
カ
ー

ラ
ジ
オ
を
つ

け
て
正
確
な

情
報
を
収
集

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
車
か

ら
離
れ
る
と

き
は
、
緊
急

車
両
の
通
行

の
妨
げ
と
な
っ
た
場
合
に
す
ぐ
に
車
を
移

動
で
き
る
よ
う
、
キ
ー
は
付
け
た
ま
ま
、

ド
ア
ロ
ッ
ク
も
し
な
い
で
避
難
し
ま
し
ょ

う
。
車
検
証
や
貴
重
品
は
忘
れ
ず
に
持
ち

出
し
、
連
絡
先
の
メ
モ
を
残
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
 

 網
棚
か
ら
の
落
下
物
に
注
意
し
、
つ
り

革
や
手
す
り

に
し
っ
か
り

と
つ
か
ま
り

ま
し
ょ
う
。

座
っ
て
い
る

場
合
は
、
足

を
踏
ん
張
り
、

上
体
を
前
か
が
み
に
し
て
雑
誌
や
か
ば
ん

な
ど
で
頭
を
保
護
し
ま
し
ょ
う
。
車
両
が

停
車
し
て
も
勝
手
に
降
車
せ
ず
、
係
員
の

指
示
に
従
っ
て
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し

ょ
う
。
 

 看
板
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の
落
下
物
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
か
ば
ん
な
ど
で
頭
を
守
り
、

冷
静
に
周
り

の
状
況
を
確

認
し
て
、
空

き
地
や
公
園

な
ど
安
全
と

判
断
で
き
る

広
い
場
所
へ

避
難
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
倒
壊
に
も
注
意
を
し
て
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 



皆
さ
ん
は
最
近
、
家
族
全
員
で
過
ご
し

た
時
間
を
ど
れ
く
ら
い
取
ら
れ
ま
し
た
か
？

内
閣
府
が
発
表
し
た
「
国
民
生
活
白
書
」

（
平
成
19
年
版
）
で
は
、
同
居
家
族
と
過

ご
す
時
間
が
取
れ
な
い
理
由
は
、
「
自
分

ま
た
は
相
手
の
仕
事
が
忙
し
い
か
ら
」
、

「
子
ど
も
ま
た
は
自
分
が
塾
や
習
い
事
で

忙
し
い
か
ら
」
が
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

特
に
、
平
日
お
父
さ
ん
が
子
ど
も
と
接

す
る
時
間
が
短
く
、
仕
事
か
ら
帰
宅
す
る

と
子
ど
も
の
寝
顔
し
か
見
ら
れ
な
い
と
い

う
方
も
み
え
る
の
で
は
。
さ
ら
に
、
子
ど

も
が
塾
や
習
い
事
に
通
う
な
ど
し
て
、
家

族
全
員
が
家
に
い
る
時
間
自
体
が
短
い
と

い
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
家
族
が
家
に
い
る
時
間
が
長
く

て
も
、
一
緒
に
過
ご
す
時
間
が
少
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
家
に
い
て
も
、
自
分
の

部
屋
で
勉
強
や
テ
レ
ビ
、
趣
味
や
娯
楽
な

ど
で
一
人
に
な
り
が
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
家
族
と
一
緒
の
時
間
を
過
ご
す
た
め

に
は
、
意
識
し
て
時
間
を
つ
く
る
必
要
も

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
 

同
白
書
で
は
、
家
族
と
一
緒
に
過
ご
す

時
間
が
長
い
人
は
、
そ
う
で
な
い
人
に
比

べ
、
精
神
的
な
安
ら
ぎ
を
得
る
傾
向
が
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。
家
族
の
時
間
は
、
会

話
や
だ
ん
ら
ん
、
食
事
や
買
い
物
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
心
に
ち
ょ
っ
と

し
た
不
安
や
寂
し
さ
を
感
じ
た
と
き
は
、

そ
ん
な
家
族
と
の
時
間
に
目
を
向
け
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

（備考） 1　.　内閣府「国民生活選好度調査」（2007年）により作成。 
 2　.　同居している家族と過ごす時間が「あまり取れていない」、「全く取れていない」と答えた者に 
 　　「それでは、その理由は何ですか。（○は　1　つ）」と尋ねた問いに対する回答の割合。 
 3　.　回答者は、全国の15歳以上80歳未満の男女538人（「その他」、「無回答」を除く）。 



（東京書籍理科　5　年下、　6　年下の教科書を参考にしました） 
（答えは、次頁下です） 

平
成
11
年
ご
ろ
か
ら「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

と
い
う
言
葉
が
、
日
本
で
取
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
簡
単
に
言
う
と
、

望
ま
し
い
職
業
観
や
勤
労
観
を
育
て
る
教

育
の
こ
と
で
す
。
 

文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら

中
学
校
を
中
心
に
5
日
間
の
職
場
体
験
を

行
う「
キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー

ク
」と
い
う
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
 

 土
岐
津
中
の
２
年
生
は
、
年
間
を
通
し

て
継
続
的
・
系
統
的
に「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
社
会
か
ら
学

ぶ
」を
テ
ー
マ
に
、
主
に
職
業
観
や
勤
労

観
を
広
げ
、
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、「
職
場
体
験
学
習
」と「
職
業
講
話
」

を
2
大
重
点
と
し
、
豊
か
な
体
験
を
通
し

て
学
ぶ
学
習
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

随
分
前
に
は
、
連
続
5
日
間
の
職
場
体

験
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

月
曜
日
に
事
前
の
指
導
や
準
備
な
ど
を
行

い
、
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
4
日
間

は
、
各
職
場
で
体
験
活
動
を
す
る
よ
う
に

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
先
進
的
・
継
続
的
に
取
り
組

ま
れ
て
き
た
土
岐
津
中
学
校
が
、
本
年
度

の
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
校
」
と
し
て
、

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

土
岐
津
中
　
加
藤
辰
亥
校
長
の
話
 

土
岐
津
中
学
校
で
は
、
平
成
6
年
度
か

ら
本
格
的
に
職
場
体
験
学
習
を
始
め
、
そ

れ
か
ら
ず
っ
と
続
い
て
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
だ
け
職
場
体
験
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の

も
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
表
彰
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
こ
れ
ま
で
事

業
主
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
受
け
入
れ
て
く

だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
す
。
生
徒
は
、
職
場

体
験
を
通
し
て
、
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
、

物
事
に
丁
寧
に
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ

な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
今

後
も
さ
ら
に
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小学校 5 年生の理科では、「もののとけかた」について
の勉強をします。「ものがとけて全体に広がり、すきとお
った液を、水溶液という」ことを学びます。 
 
 
 
 

小学校 6 年生の理科では、「水溶液の性質とはたらき」
についての勉強をします。水溶液の性質を調べるには、赤
色と青色のリトマス紙を使うことを勉強します。 
 
 
 
 
 
 
 
リトマス紙と同じ働きをするものがあります。はじめは

緑色ですが、アルカリ性の水溶液をつけると青色、中性の
水溶液では緑色、酸性の水溶液をつけると赤（黄）色に変
わる「万能試験紙」、BTB溶液という液体のもの、「ｐHメ
ーター」（デジタルで測定する器具）というものもあります。 





 

乳幼児の保護者  
 
市民 
 
 

市民  
 

不眠・ふさぎ込む・怒
りっぽい・認知症など
でお悩みの方  
 
 
平成19年　2　月以前に生
まれた　2　歳未満のお子
さん 

　2　月22日（金）
 

  
　2　月25日（月） 
 
 
　2　月25日（月）  
 

 
　2　月26日（火） 

午前10時～11時30分 
 
午前10時～11時30分 
午後　1　時30分～　3　時 
 
午後　1　時15分～　2　時  

午後　1　時15分～　2　時30分  
 

午後　1　時～　2　時30分 

 
 
 
 
保健センター 
 
 
 
 
 

東濃保健所 
 

 
みそ汁の塩分測定を希望の
方は、当日朝の、みそ汁を
50ml程お持ちください。 
 
血圧測定 
尿検査など 

歯みがき指導も行います。  

要予約 
東濃保健所（　○23 1111・内
線362）または保健センター 

　1　．麻しんまたは風しんのいずれにもかかったことがなく、いずれの予防接種も受けたことが
ないお子さんは、　2　月15日（金）までに保健センターへお申し込みください。 

※接種は、　3　月からですが、　2　月25日（月）以降に申し込みされた医療機関で、接種日時を予
約してください。 

　2　．麻しんまたは風しんのいずれか一方にかかったことがある場合や、いずれか一方の予防接
種を受けたことがある場合は、単独ワクチンの接種となりますので、保健センターへお問い
合わせください。 

昨年までの接種状況を記入してください。 

希望医療機関名 

②　2　回目接種日 
（　　年　　月　　日） 

①　1　回目接種日 
（　　年　　月　　日） 

接種を受けるお子さんの氏名 生　年　月　日 住　　　　　　　　所 保護者氏名・電話番号 

平成　　年　　月　　日 
〒509-

③　3　回目接種日 
（　　年　　月　　日） 

〈きりとりせん〉 

●対　象　者：平成18年　8　月31日以前に生まれたお子さんで、　3　種混合ワクチンの第　1　期を　3　回接種後　1　年以上経過し、
第　1　期の追加接種を終了していない　7　歳半未満のお子さん 

●申込方法：希望の医療機関を選び、申込書に必要事項を記入し、　2　月15日（金）までに保健センターまたは最寄りの支
所へ提出してください。ＦＡＸでも受け付けます（　○53　0095・保健センターあて・申込後確認の電話を
お願いします）。市のホームページからも、申し込みができます。 

●実施期間：　3　月～（　3　回目接種日から　1　年以上空けて接種してください） 
（申し込みされた方は、　2　月25日（月）以降に希望医療機関へ接種日時を予約の上、接種してください） 

※ご注意　・接種の前には、「予防接種と子どもの健康」をよくお読みください。 
・過去に百日せきと診断されたことがあるお子さんは、保健センターへご相談ください。 



県では、毎年　5　月　5　日の「こどもの
日」に、次の要件に該当される方に対
して、激励金をお贈りしています。 
該当される方は、市役所環境課へご

連絡ください。 
◆対象　交通事故によって、それまで
生計を共にしていた父または母（すで
に父母がなかった場合は、それに代わ
る方）を亡くされた方で、義務教育修
了までの方および高等学校在学中の方
（20歳未満）　※基準日は、毎年　5　月
　5　日とします。 
ただし、交通遺児となった後、養子

縁組した方や、父または母が再婚し、
生計を共にすることとなった方は対象
になりません。 
◆激励金の額（一人当たり）　　乳幼
児・小学生＝15,000円　　中学生＝
20,000円　　高校生＝25,000円　※申
請から高校修了時（20歳未満）まで支給 
◆締め切り　　2　月15日（金） 
詳しくは、環境課へどうぞ。 

交通事故に遭い、自賠責保険や任意
保険の請求でお困りの方に、専門の相
談員が無料で相談に応じます。お気軽
にご相談ください。 
◆相談日　月曜日～金曜日（祝日を除
く）　　午前　9　時～正午　　午後　1　時～
　5　時　※来訪相談を希望の方は、事前
にご連絡ください。 
★弁護士による相談日（毎月第　2　・　4　・
　5　水曜日、午後　1　時～　4　時、予約制・
要面談）も設けています。 
詳しくは、岐阜自動車保険請求相談

センター（　058-252-7513）へどうぞ。 
 
 
次の皆さまからご寄付をいただきま

した。温かい善意をありがとうござい

ました。 

■教育振興のために　　（株）十六銀行
様＝少子化関連等図書（50万円相当）
　亥子会還暦一同77名様＝金70,279円
　石黒商事（株）様＝金50万円 
■妻木小附属幼稚園に　羊申会様＝石
油ファンヒーター（　3　万円相当） 

●犬の飼い方のマナー 

・「狂犬病予防法」により生涯　1　回の
登録と、年　1　回の予防注射を受けてく
ださい。 
・犬は放し飼いにせず、ふん尿、その
ほかの汚物は適正に処理してください。 
・犬のムダぼえは近所迷惑になります。
必要以上に鳴かないよう、しつけてく
ださい。 
●猫の飼い方のマナー 

・「ふん尿」、「鳴き声」、「庭を荒らす」
といった苦情が多発しているので、周
りに被害や迷惑を及ぼさないよう、責
任を持って飼ってください。 
・飼い猫を交通事故や感染症から守る
ため、室内飼育をお勧めします。 
・飼い主の分からない猫に、無責任に
餌を与えないようにしてください。飼
うつもりのない猫に餌をやりっ放しで、
ふん尿も片付けないままだと、周囲の
生活環境が悪化してきます。 
詳しくは、環境課へどうぞ。 

　4　カ月健診を受けられ
たお子さんの保護者 

妊婦と夫 
 　3　歳児健診を受けられ
たお子さんと保護者 
 
 

生後　1　カ月から　4　カ月
の赤ちゃんとお母さん  
 
 
 
 
妊婦さん 
 
 

妊婦さん 

　2　月28日（木） 
 
　3　月　2　日（日） 
 
　3　月　5　日（水） 
  
 
 
　3　月　6　日（木） 
 
 
 
 
　3　月　6　日（木） 
 
　3　月13日（木） 
 

　3　月12日（水） 

午後　1　時～　3　時30分 
 
午後　1　時～　3　時 
 
午前10時～午後　1　時 
  
 
 
午後　1　時15分～ 

　3　時30分 
 
 
 
午後　1　時～　4　時 

午前　9　時30分～ 
午後　0　時30分  

午前10時～午後　1　時 

　2　月26日（火） 
 
　2　月29日（金） 
 
　2　月27日（水） 
  
 
 
3　月　4　日（火） 
 
 
 
 
　3　月　4　日（火） 
 
　3　月11日（火） 
 

　3　月　5　日（水） 

20人 
 
15組 
 
10組 
 
  
 
15組 
 

 
  
20人 
 
20人 
 
20人 

先着10人まで託児可能 
 
 
 
 
 持ち物：母子健康手帳、
バスタオル、タオル、
赤ちゃんの水分補給の
お茶など 
講師：宮田佳子氏（健
康運動指導士、アロマ
セラピスト） 
持ち物：母子健康手帳、
歯ブラシ 
 
持ち物：母子健康手帳、
体操のできる服装 

※場所は保健センター、参加費は無料。いずれも定員になり次第、締め切ります。 
　詳しくは、保健センターへどうぞ。 

下記教室の参加者を募集します。 

 
　1　科 
 

　2　科 
 



本市陶磁器業界の中堅技術者を養成
するため、伝習生を募集します。 
◆資格　　市内に就職または就業の意
思を有する年齢満17歳以上の方　　高
等学校卒業またはこれと同等以上の学
力を有する方　　身体強健・品行方正
で伝習に熱意を有する方 
◆養成期間　　4　月　1　日から　1　年間。た
だし、試験場の業務に支障のない場合
は、　1　年間延長することができます。 
◆募集人員・授業料　若干名・免除 
◆必要書類　伝習生志願書（試験場で
交付）、最終学校の卒業（見込み）証
明書、健康診断書、履歴書 
◆申し込み　　2　月12日（火）～22日（金）
の午前　8　時30分～午後　5　時（土・日曜
日を除く）に陶磁器試験場へお申し込
みください。※郵便での書類請求や提
出は、ご遠慮ください。 
◆採否の決定　申込者に面接日を連絡
します。採否を考査の上決定し、通知
します。 
詳しくは、陶磁器試験場へどうぞ。 
 
 
 
 
肥田町体育協会では、毎年恒例のス

キー教室を開催します。スノーボード
の講習も行います。 
初心者から上級者、子どもからお年

寄りまで、幅広く指導します。 
◆日時　　3　月　9　日（日）午前　6　時集合 
◆場所　モンデウス飛騨位山 
◆集合場所　ＪＡふれあいパーク浅野
◆定員　55人（定員になり次第締め切
ります。小学校　4　年生以下の方は、保
護者同伴でご参加ください） 
◆参加費　4,000円（バス代のみ。リ
フト代、飲食費などは自己負担） 
◆申し込み　電話で松本裕聖さん（　
○55　2939）へお申し込みください。 
詳しくは、松本さんへどうぞ。 

市内の児童センター・児童館では、
親子で遊ぶクラブ会員を募集します。 
◆活動日　　　1　歳児クラス＝毎月第　2　
木曜日（西部児童センターのみ第　2　水
曜日）　　　2　歳児クラス＝毎月第　2　水曜
日（西部児童センターのみ第　2　火曜日） 
◆時間　午前10時30分～11時30分 
◆対象　　　1　歳児クラス＝平成18年　4　
月　2　日～平成19年　4　月　1　日生まれ　
　　2　歳児クラス＝平成17年　4　月　2　日～
平成18年　4　月　1　日生まれ 
◆申し込み　　2　月18日（月）～23日（土）
の午前10時～午後　4　時に、最寄りの児
童センター・児童館へ申し込みを。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
詳しくは、各児童センター・児童館へ。 
 
 
 
 
◆期日　①　2　月12日（火）　②　2　月20日
（水）　③　2　月26日（火） 
◆時間　午後　7　時～　9　時 
◆場所　土岐津公民館・ホール 
◆対象　スポーツ指導に関心のある方
◆内容　①人間の発育発達と少年期の
特性（講義）　②発育発達に応じた体
力づくりの実技（講義・実技）　③け
がの予防と応急処置（講義・実技） 
◆講師　①工藤博也氏（多治見市派遣
社会教育主事スポーツ担当）　②足立
真司氏（（財）恵那市体育連盟トレーニ
ング指導士）　③長谷川悟氏（市南消
防署救急救命士） 
◆参加費　無料 
※　1　講座のみの受講も可 
詳しくは、スポーツ振興課へどうぞ。 

◆募集期間　　2　月　8　日（金）～18日（月） 
◆資格　現在、住宅に困っている方で
次の条件を満たす方　　市内に居住ま
たは勤務していること　　現に同居し、
または同居しようとする親族があるこ
と（入居予定日から　3　カ月以内に結婚
し、同居する方を含む）。ただし、一
定の要件に該当し、常時の介護を必要
としない方は単身での申し込み可（今
回は、旭ヶ丘に限る）　　入居者全員
の所得（控除後）の合計が一定の基準
以内で、市税を完納していること 
◆その他　　入居日は、　3　月下旬を予
定　　入居者全員の所得が分かる書類
（源泉徴収票や所得課税証明書など）
が必要です。 
詳しくは、建築住宅課へどうぞ。 

 
 
 
選手の通過コースにあたる道路では、

時間帯によって一部交通規制が行わ
れますので、ご協力をお願いします。
また、選手通過の際、沿道でのご声
援をお願いします。 






